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予
告
な
し
に
発
生
す
る
火
災
・
地
震
災
害
に
的
確
な

行
動
が
と
れ
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
東
禅
寺
コ

ミ
セ
ン
か
ら
分
離
後
初
め
て
の
亀
ケ
崎
地
区
独
自
の

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
地
区
の
災
害
時
要
援
護
登
録
者
94
名

の
安
否
確
認
状
況
報
告
後
、
自
治
会
員
１
７
０
名
が
参

加
し
、
１
１
９
番
通
報
訓
練
、
ポ
リ
袋
を
顔
に
あ
て
煙

り
火
災
か
ら
の
避
難
訓
練
、
水
消
火
器
操
作
訓
練
、
て

ん
ぷ
ら
鍋
火
災
消
火
訓
練
、
粉
末
消
火
器
消
火
訓
練
、

救
急
法
訓
練
、
非
常
食
炊
き
出
し
訓
練
の
７
種
目
を
実

施
し
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
体
験
し
て
い
た
だ
き
大
き

な
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昔
は
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、近
年
は「
災
害
は
忘
れ
る
こ
と

な
く
い
つ
で
も
や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
の
命
と
家
族
の
命
、
自
分
の
街
は
自
分
達
で
守

る
こ
と
が
自
主
防
災
の
理
念
で
あ
り
、
ウ
ッ
カ
リ
ミ
ス

や
ボ
ン
ヤ
リ
で
火
災
を
出
し
、
尊
い
命
と
財
産
を
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
特
段
の
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、皆
様
の
家
庭
の
寝
室
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

を
取
り
付
け
て
い
な
い
方
は
早
め
に
取
り
付
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
亀
ケ
崎
地
区
を
！

　
　
　
　
〜
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
〜

あっ煙！！ ポリ袋で脱出！　平成26年9月21日

亀
ケ
崎
自
主
防
災
会 

�

副
会
長
　
阿 

部 

克 

明
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絵手紙・焼物
水墨画

水墨画・焼物

野菜直売

inin
ほほ笑み祭り
亀ケ崎

2014.11.8（土）・9（日）
東禅寺コミセンにて

亀ケ崎コミュニティ振興会第１回文化祭

▲

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
。

亀
ケ
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の

熱
演
!!

▲

金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
に

拍
手
喝
采
!!

▲園芸教室のみなさんによる庭園

▲多くの作品展示。
全部見て回るのも
大変です…。

▲▶花瓶、花器や
お皿。トトロもい
るよ！

美しい和菓子。職人の技が光ります。

き
れ
い
だ
の
～
。

▲新鮮だの～。安いの～。

カルチャー教室で学んでいる皆さんの素晴らしい作品
が展示され、参加者の称賛を得ていました。スポーツ教
室の実技も披露。約515名の来場者で大盛況でした。
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心をこめて…
あの人に絵手紙を

太極拳
スタッフ

食生活改善推進協議会

皆でふるさとを合唱

絵手紙・ちぎり絵・書道

▶みそ汁のだし、
二色団子作りに大忙
しの皆さん。

▲和紙のぬくもりが伝わります。

美しい書の数々

▲♪美しいハーモニーにうっとり♪♪
港南コーラスの皆さん。

▲熱演する亀ケ崎ママ劇団s
“振り込め詐欺には気をつけて”

▲かあちゃん！オレだ、
オレ…。

▲喫茶亀ケ崎開店
▲呼吸にあわせてゆっくりと…

う
ま
く
帯
結
ば
れ
っ
が
の
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。
未
だ
に
多
く
の
方
々
が

仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま

た
本
市
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
南
陽
市
、
広
島
市
の

土
砂
災
害
、
御
嶽
山
の
噴
火
、
長
野

県
北
部
地
震
な
ど
、
多
く
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
、

地
域
の
防
災
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
新
た
な
厳
し
い
津
波
推
計

　
国
の
津
波
推
計
が
公
表
さ
れ
、
飛

島
は
地
震
発
生
か
ら
１
分
で
津
波
が

来
る
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
数
字
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
県
は
来
年
度
中
に

新
た
な
津
波
浸
水
予
測
図
を
提
示
す

る
見
込
み
で
す
。
市
で
も
こ
れ
を
受

け
て
、
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。

●
庄
内
沖
に
も
地
震
の
可
能
性

　
先
日
、
東
北
公
益
文
科
大
学
に
お

い
て
、
庄
内
浜
・
飛
島
の
地
震
・
津

波
防
災
を
考
え
る
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
１
８
３
３
年
に

津
波
を
も
た
ら
し
た
庄
内
沖
地
震

（
Ｍ
７・５
死
者
42
名　
津
波
発
生
）

に
触
れ
、「
飛
島
や
酒
田
に
は
多
く

の
津
波
堆
積
物
が
あ
り
、
地
震
に
よ

る
地
殻
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
日
本
海
側
に
津
波
が
来
な

い
と
思
い
込
む
の
は
ま
ず
い
。」と
の

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
歴
史
を

見
て
も
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
に
津

波
が
来
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。

東日本大震災の津波の爪痕（宮城県女川町）

粉末消火器の使い方もバッチリ！

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　  

〜
生
き
の
び
る
た
め
の
知
恵
を
〜

●
地
震
時
・
直
後
の
留
意
点

①�

グ
ラ
ッ
と
来
た
ら
ま
ず
「
身
の
安

全
」
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
火
の
始
末

③
家
族
や
同
僚
・
隣
人
の
安
否
確
認

④
出
口
を
確
保

⑤
避
難
の
準
備

　
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
途
絶
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
日
間
程
度
の
飲
料
水
・
食
料
な
ど

は
日
頃
か
ら
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
３
日
以
降
に
な
れ
ば
、
行
政
の

復
旧
活
動
が
本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
分
で
自
分
を
守
る
「
自

助
」
が
大
切
で
す
。

災
害
救
助
に
役
立
つ

　
　
　
　

 

３
つ
の
道
具

ジ
ャ
ッ
キ・バ
ー
ル・の
こ
ぎ
り

●
正
し
い
情
報
を
得
る

◇
ラ
ジ
オ
を
常
備
し
て
い
ま
す
か
？

◇�

防
災
行
政
無
線
が
毎
月
第
２
火
曜

日
の
10
時
か
ら
３
分
程
度
試
験
放

送
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
時
に

は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
広
報
車

が
回
り
ま
す
。

●
自
主
防
災
の
重
要
性

　
直
下
型
地
震
で
あ
る
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
要
救
助
者
の
77
％
を

救
出
し
た
の
は
近
隣
住
民
で
し
た
。

先
日
の
長
野
で
の
地
震
も
同
様
で
あ

っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
治

会
で
は
自
主
防
災
会
を
組
織
し
て
、

「
共
助
」
に
よ
る
防
災
訓
練
・
避
難

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら

積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
率
先
避
難
者
た
れ
！

　
津
波
の
時
に
は
、た
め
ら
わ
ず「
逃

げ
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
想
定
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
高
い

建
物
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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「
自
分
で
選
ん
で
楽
し
く
い
た
だ
こ

う
」
と
、
10
月
か
ら
各
学
年
ご
と
に

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
１
・
２
年
生
、
11
月
に
は

３
・
４
年
生
、
12
月
に
は
５
・
６
年

生
と
、
各
学
年
の
子
ど
も
達
が
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
で
マ
ナ
ー
を
守
り
な
が
ら

楽
し
く
会
食
で
す
。
黄
・
赤
・
緑
と

栄
養
別
に
分
け
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
上

の
大
皿
盛
り
料
理
に
、
子
ど
も
達
の

目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
選
ぶ
そ
の
目

は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
挨
拶
と
と
も

に
子
ど
も
達
の
食
欲
は
全
開
。

「
お
い
し
い
！
」「
楽
し
い
！
」
と

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、

ま
る
で
お
花
畑
の
よ
う
で
す
。

　
本
校
で
は
、
三
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
い
う
地
域
密
着
型
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
各
町
内
で
話
し

合
い
立
て
た
計
画
を
も
と
に
、
地
域

へ
の
貢
献
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
事
に
す
る
活
動
の
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
公
園
清
掃
や
夏
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
会
で
は
、
小
中
合
同

あ
い
さ
つ
運
動
と
し
て
、
学
区
内
の

小
学
校
に
出
向
き
、
あ
い
さ
つ
の
輪

を
広
げ
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
根
付
け
る

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自治会夏祭りのお手伝い

包
丁
さ
ば
き
を
そ
っ
と

見
守
る
…

�

異
国
文
化
を
感
じ
て

おいしいね！　楽しいね！

地域に根付く活動を目指して

第１回親子料理教室台湾研修旅行をとおして
2014.9.72014.11.13〜16

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
で

　
　
楽
し
み
な
が
ら
食
育

　台湾研修旅行では武陵高級中学との交流が
印象に残っています。お互い同年代でしたが、
英語だけでなく日本語も話せる人が結構いて
素直に凄いと感じました。英語での交流でし
たが、初めは緊張していたもののすぐに打ち
解けることができ、よい経験になったと思い
ます。また九份や忠烈祠、故宮博物院などの
観光地も巡ることができ、直に異国文化を感
じることができました。学校交流や見学は私
たちにとってとても良い刺激になり、充実し
た時間を過ごすことができました！

　親子料理教室は子供さんの食育について親
子で料理を作る楽しさを体験してみることに
あります。例えば好き嫌いを無くす、規則正
しい生活をする、食について関心をもっても
らう、家族と一緒に食卓を囲む、など他にも
色々あります。今回はじめての教室では、「規
則にこだわらず、皆で力を合わせておいしい
料理を作り、楽しい食事会にしよう」と話し
合い、調理は真剣そのもの。会食では好き嫌
いなくおいしいとの連発で完食でした。今後
も継続の予定です。是非参加して下さい。

亀
ケ
崎
小
学
校 

栄
養
教
諭

　
　
　
　
池 

田 

陽 

子

酒
田
市
立
第
三
中
学
校 

　
　
　
　
生
徒
会
副
会
長

�

外 

舘 

実 

樹

酒田東高等学校 研修旅行実行委員長　
� 佐 藤 瑞 樹

亀ケ崎コミュニテイ振興会　
�食生活改善推進協議会長 阿 部 宣 子
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今
年
度
講
師
が
変
わ
り
、
小
久
保

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
先
生
は
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
公
式

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

方
で
す
。
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始

ま
り
、
軽
快
な
曲
が
流
れ
る
と
み
ん

な
の
り
の
り
。
そ
れ
が
西
城
秀
樹
だ

っ
た
り
、
郷
ひ
ろ
み
だ
っ
た
り
、
チ

ア
ダ
ン
ス
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
先

生
の
指
導
は
新
鮮
で
、
つ
い
て
い
く

の
が
精
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ
で
も
み
ん

な
楽
し
く
、
年
齢
も
忘
れ
動
き
ま
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
水
分
補
給
を
こ
ま

め
に
、
く
り
返
し
く
り
返
し
。
決
め

ポ
ー
ズ
が
ピ
タ
ッ
！
と
、
と
て
も
上

手
に
な
り
ま
し
た
。 （
近
野　
康
子
）

◇
冬
将
軍
到
来
の
季
節
と
な
り
、早

春
ま
で
雪
と
の
戦
い
が
始
ま
る
と
思

う
と
憂
鬱
で
す
が
、「
冬
来
た
り
な
ば

春
遠
か
ら
じ
」の
如
く
全
て
が
満
開

に
な
る
春
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
心

境
で
す
。 

（
本
間
）

◇
寒
さ
が
続
い
て
居
り
ま
す
が
、陽

ざ
し
の
中
に
春
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

回
を
重
ね
る
毎
に
充
実
し
た
見
や
す

い
内
容
の
会
報
を
発
行
出
来
る
様
に

編
集
委
員
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

  

（
五
十
嵐
）

�

五
十
嵐
美
智　
　
藤
丸　
美
生

栗
田　
幸
春　
　
本
間 　
宏

金
野　
一
枝�

︵
五
十
音
順
︶

　今回ご紹介するのは鵜渡川原人形
のお雛様の中からお内裏様のお二人
です。模様や色使いは創作でなく伝
統を守って作られているからこそ懐
かしく感じられるのだと思います。
顔を近づけ見入ってしまいます。

編
集
委
員

編 

集 

後 

記

健
康
体
操
教
室

チ
ア
ダ
ン
ス
で
健
康
づ
く
り

『お内裏様』

亀
神ケ
社崎
訪
門其

の

 

弐

温 も り を 親 か ら 子 へ

鵜
う

渡
ど

川
が わ

原
ら

人形②

決めポーズ、ピターッと決まりました

大ウミガメが鎮座

　

亀
ケ
崎
八
幡
神
社
は
保
元
元
年

（
一
一
五
六
年
）
頃
、東
禅
寺
城
（
亀

个
崎
城
）
の
二
の
丸
内
に
守
護
神
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
東

禅
寺
八
幡
神
社
が
、
大
正
９
年
に
改

称
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
当
時
は
城

内
や
庄
内
総
鎮
守
様
と
し
て
城
主
を

守
り
代
々
の
城
主
よ
り
崇
敬
さ
れ
た
。

　
神
社
に
伝
わ
る
獅
子
舞
は
戦
い
に

行
く
時
の
先
達
で
戦
士
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
、
戦
勝
祈
願
の
舞
で
あ
っ

た
。
八
幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
で
は

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
等
を
祈
願
し

今
で
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
横
道
町
自
治
会
長　
天
野
紘
典
氏
談
）

▼  囲碁 Ａクラス　①石黒清秀（松原南）
　　　 　　　　　②清原明男（大宮）
　　　 　　　　　③芝田　毅（立町）
　　　 Ｂクラス　①加藤吉弘（若竹）
　　　 　　　　　②池田栄一（大町）
　　　 　　　　　③中村拓男（亀１）

▼  将棋 Ａクラス　①池田　功（寿町）　
　　　 　　　　　②五十嵐武義（こがね町）　
　　　 　　　　　③本間祐治（緑町）　
　　　 Ｂクラス　①佐藤博隆（亀１）
　　　 　　　　　②金子　孝（大宮）
　　　 　　　　　③太田幸二（みずほ１）

▼  麻雀　 　　　　①江口　孝（亀２）
　　　　 　　　　②佐藤義弘（亀２）
　　　　 　　　　③高橋亘久（末広）

   地域の絆を大切に！！ 
   第1回『新春の集い』

亀ケ崎コミュニテイ振興会主催　

　第１回『新春の集い』囲碁・将棋・
麻雀大会が１月17日、東禅寺コミセ
ンを会場に開催されました。地域の絆
を大切に、との思いのもと、小学５年
生から大先輩まで、外の吹雪も何のそ
の！館内では45名の真剣な戦いが繰
り広げられ、大いに交流が深められま
した。結果は次の通りです。

亀
ケ
崎
八
幡
神
社
と

  

　
　
　
　
獅
子
舞
保
存
会


